
 ６月18日(日)に｢百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録
を応援する堺市民の集い｣を開催します。 
 今回は、和歌山県世界遺産センターの辻林浩セン
ター長の講演と堺市出身の女優である黒谷友香さんを
ゲストに迎えての特別対談を行います。 
 今年の夏頃決定される国内推薦に向けた機運を盛り
上げるため多くの皆さまのご参加をお待ちしています。 
     

   入場料：無料、定員：300人(先着順) 
 申込締切：６月13日(火)消印有効 
 申込方法：往復はがきか電子メールで、代表者の 
   住所、氏名、電話番号、参加人数(ご本人含め４人 
   まで)を書いて、お申し込みください。 
 申込先：｢百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を応 
   援する堺市民の会｣事務局 堺商工会議所内 
 住所 〒591-8502  市北区長曽根町130番地23 
 電話 072-258-5581 
 e-mail  info@sakai-sekaiisan.com 
    

「世界遺産」ニュース（第４号） 

「百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を応援する堺市民の会」に関するお問い合わせ先  
堺商工会議所 総務部総務課  
〒591-8502 堺市北区長曽根町130番地23 
電話：072-258-5581（代表）FAX：072-258-5580  
e-mail:info@sakai-sekaiisan.com 
ホームページ http//ｗｗｗ.ｓａｋａｉ-ｓeｋａｉｉｓａｎ.ｃｏｍ 

編集・発行：百舌鳥・古市古墳群の世界遺産登録を応援する堺市民の会 

入会受付中 

 堺市民の会とは・・・・ 
 現在、堺市では、大阪府、羽曳野
市、藤井寺市とともに百舌鳥・古市
古墳群の世界文化遺産登録をめざ
し、さまざまな取組みが進められて
います。 
 今般、世界文化遺産への登録につ
いて、行政だけでなく多くの人々が理
解を深め、一体となって登録に向け
た取り組みを進めていくため、市民
などを主体とする「百舌鳥・古市古墳
群の世界遺産登録を応援する堺市
民の会」を発足いたしました。 
 「堺市民の会」では、１年を通して、
様々なセミナーや催物を企画してお
り、会員になっていただきますと、そ
の都度、お知らせをお届けします。ご
入会をお待ちしております。  
 入会金・会費は一切無料です。 

 「堺市民の会」は皆さまの寄附で
運営しています。 
 皆さまの寄附をお待ちしています。 
 個人で寄附をいただける場合は、
ふるさと納税制度をご活用ください。 
 ふるさと納税制度について、詳しく
は、堺市役所資金課までお問い合
わせください。 
電話：072-228-7191 
ファックス：072-228-7856 
ホームペ-ジ 
http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/z
aisei/furusatonozei/index.html 

林浩さん 黒谷友香さん 



 百舌鳥・古市古墳群に分布する古墳や遺跡、
施設のカードを作成しました。 
 古墳や解説板など古墳が判る写真を撮影し、
堺市役所高層館５階世界文化遺産推進室か堺市
博物館、大仙公園観光案内所(羽曳野市、藤井
寺市の施設でも交換可能です)で提示していた
だくと撮影した古墳などのカードがもらえます。   
 百舌鳥・古市古墳群を巡り、多くのカードを
ゲットしてください。 

 

 

 とある観光地の道端で前方後円墳を発見。 
 後円部がちょっと欠けていますが、間違いなく前方
後円墳形！ 
 私たちにとって古墳は見上げることが多いですが、
古墳の形は足元にも現れます。 
 是非いろんな視点で古墳の形を探してみてください。 
 
 日常の中に潜む、古墳の形を発見したら、この記事
に紹介していこうと思います。 
 皆さんもふと見つけた古墳の形があれば投稿をお願
いします。 
 
 投稿先：直接かFAX、電子メールで堺商工会議所 
 総務部総務課（FAX番号、電子メールアドレスは表紙 
 参照）へ。 

 大阪大学レゴ部に制作していただいた古墳のブ
ロックモニュメントを４月３日(月)～１４日(金)に
堺市役所高層館21階展望ロビーで展示しました。 
 モニュメントは仁徳天皇陵古墳をモデルにしてお
り、約１万1,000個のブロックを使用しています。
最大長は約1.5ｍで、モニュメントの半分は緑豊か
な現在の古墳の姿を、もう半分は墳丘に葺石が敷か
れ、埴輪が並べられていた築造当時の古墳の姿を再
現しています 
 6月25日(日)～7月10日(月)には｢さかい 
利晶の杜｣で展示しますので、是非ご覧ください。 



 しかし、墳丘の1段目を築造したと
ころで残念ながら時間切れとなりまし
た。 
   その後、平成28年度の3年生13人
が意思を引き継ぎ、また8月には美木
多小学校・城山台小学校の児童8人も
埴輪づくりに協力し、平成29年1月に
完成しました。 
 
 一輪車等の機材以外はすべて人力で、
合計70時間かかったそうです。 
 仁徳天皇陵古墳の築造には一日最大
で2千人が働いても15年以上の歳月が
必要とした試算もあり、当時の人々の
大変な努力が想像できます。 

 南海電鉄なんば駅１階｢なんばガ
レリア｣に新たに設置された｢なん
ばガレリアツインビジョン｣におい
て、３月31日(金)に点灯式が実施
され、堺市からハニワ課長、ハニ
ワちゃんが出席し、百舌鳥・古市
古墳群の世界遺産登録に向けてＰ
Ｒを行いました。 
 ツインビジョンでは、世界遺産
登録のＰＲ映像も流れていますの
で、是非多くの皆さまにご覧いた
だければと思います。 

 府立成美高校の生徒が1/100(全長５ｍ、全幅３ｍ)サイズの仁徳天皇陵古墳を築
造しました。平成27年度の3年生12人が授業の課題として歴史のまち、さかいと言
えば・・・「仁徳天皇陵古墳」を造ろうと提案し、平成27年10月頃から授業時間
(週2時間)を利用して人力で築造を開始しました。 



  

堺市からのおしらせ

 百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議(大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市
で構成)では、３月30日、文化庁に｢百舌鳥・古市古墳群 世界遺産一覧表への記載推薦書
原案｣を提出しました。 
 約640ページからなる推薦書原案では、百舌鳥・古市古墳群が有する価値や、保存管理
計画について詳しく説明をしています。 
 今後、この推薦書原案をもとに国の文化審議会世界文化遺産部会で審議が行われ、７月
下旬頃に平成29年度の国内推薦資産が決定されます。 

 堺市博物館(堺区百舌鳥夕雲町２丁 大仙公
園内)の百舌鳥古墳群シアターでは、３作目と
なる｢百舌鳥・古市古墳群―未来へ伝える人類
の遺産―｣を上映しています。 
 今回の作品は、百舌鳥・古市古墳群が一体
的に築造されたことをテーマにしています。 
 上映時間は約12分で、午前10時から午後
４時30分まで、毎時00分からは１作目 
｢百舌鳥古墳群－時を越えてー｣を、毎時３０
分からは３作目を上映します。 
 無料、各回定員３０名です。堺市博物館の
休館日、上映作品のスケジュールなど詳しく
は同館(電話 072-245-6201)へ。 

編集部だより 

  

平成29年６月発行 

 堺商工会議所青年部が、３月20日
(月・祝)堺山之口商店街において、も
ずふる古墳ＯＮ(応援)フェスタを開催
しました。古墳Ｔシャツやはにわ古墳
卵せんべいなど古墳に関連した商品の
販売や古墳時代の衣装体験、古墳トラ
ンプ遊びといった古墳おたのしみコー
ナーも開かれ、多くのお客さまでにぎ
わいました。 
 また、当日の売り上げ金10,４００
円は市民の会にご寄付いただきました。 
 

堺市民の会の会員数が1万6,000人を突破しました！いよいよ７月末には国内推薦資産が 
確定する見込みです。皆さんで国内推薦に向けて盛り上がりましょう！ 
 


